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つ い て は 、 若 い 人 に も 楽 し んで も ら え る 施 設 を 目 指 し たい 。 町 の 顔 と し て 、 町 外 の 人を 受 け 入 れ る 窓 口 の よ う な 場に な れ ば 。 来 年 度 に は 事 業 化で き る よ う に 進 め て い く 。 施設 の 老 朽 化 が 進 ん で い る ため 、 今 の 時 代 に 沿 う よ う な 形に 作 り 替 え た い 。　
今 年 は 検 討 委 員 会 を 立 ち 上

げ た 。 健 康 を テ ー マ に し た 場と し て 、 デ ジ タ ル 機 能 で 健 康測 定 が で き 、 ネ ッ ト で 医 師 と相 談 が で き る よ う な イ メ ー ジを 考 え て い る 。 ス ポ ー ツ ジ ムの 併 設 や サ ウ ナ の 設 置 な ど も視 野 に 入 れ た い 。 健 康 に 対 する 、 町 民 の 意 識 改 革 も 図 れ れば 。◆ 東 の 旧 中 山 家 住 宅　
旧 中 山 家 住 宅 に つ い て も 、

改 修 に 向 け た 検 討 委 員 会 を 始め て い る 。  明 治 期 の 建 造 物 で 、し っ か り と した 柱 が あ る 良い 古 民 家 な ので 、 文 化 的 な側 面 で 利 用 でき る 施 設 に した い 。 子 ど もた ち が 勉 強 会な ど に 使 え たり 、 コ ン サ ート も 行 え た り 、楽 し み な が ら様 々 な こ と を学 べ る 場 と して の 整 備 を 検討 し て い る 。　
こ こ は 景 観

も い い 場 所 なの で 、 さ ら に

鬼 怒 川 の サ イ クリ ン グ ロ ー ド など と 組 み 合 わ せて 利 用 で き る よう に し 、 グ リ ーン ビ レ ッ ジ と は異 な る タ イ プ の賑 わ い の 場 づ くり が で き れ ば と思 う 。◆ 最 優 先 の 公 民館 建 て 替 え　
八 千 代 町 は 災

害 に 強 い が 、 災害 の 激 甚 化 や 頻発 化 で 何 が 起 こる か わ か ら な

い 。 中 央 公 民 館 の 建 て 替 え につ い て は 、 ハ ー ド 事 業 の 中 でも 最 優 先 で 検 討 し て い る 。　
中 央 公 民 館 の ほ か に も 、 総

合 体 育 館 な ど 公 共 施 設 の 老 朽化 が 進 ん で い る た め 、 建 て 替え 等 の 再 編 を 検 討 す る 段 階 にき て い る 。 こ の た め 、 今 年 度に 検 討 委 員 会 を 立 ち 上 げ 、 方針 の 検 討 を 進 め て い る 。◆ 今 後 も 建 設 業 者 と 協 力 を　
地 元 の 建 設 業 者 と は 災 害 協

定 を 結 び 、 色 々 な 面 で 知 識 、技 術 を 提 供 し て い た だ い て いる 。 災 害 時 、 最 初 に 動 い て くだ さ る の は 建 設 業 の 方 々 。 もと も と 土 木 工 事 、 道 路 や 公 共施 設 等 、 そ の 技 術 力 で 町 の イン フ ラ を 支 え て き て く れ た方 々 な の で 、 町 の 功 労 者 と して も 感 謝 し て い る 。 い っ そ うの ご 支 援 、 ご 協 力 を い た だ きた い 。　
八 千 代 町 建 設 業 協 会 は 、 関

東 ・ 東 北 豪 雨 の 際 に 常 総 市 へ応 援 に 向 か っ て お り 、 実 績 もあ る た め 心 強 い 。  町 民 の 生 命 、財 産 を 守 る た め 、 今 後 も 協 力し て い け れ ば 。

に つ い て の 検 討を 強 化 し 、 コ ロナ が 収 束 し て 動け る よ う に な った 時 、 速 や か に実 行 で き る よ うに し た い と い う考 え 方 に 変 わ った 。　
二 期 目 を 迎 え

る に あ た っ ては 、 限 ら れ た 時間 、 財 政 力 の中 、 何 を 優 先 すべ き か を し っ かり と 見 極 め たい 。 職 員 に も 知恵 を 絞 っ て い た

だ き 、 町 の ポ テ ン シ ャ ル を 伸ば せ る よ う な 、 町 民 に 喜 ん でも ら え る よ う な 仕 事 が で き れば と 考 え て い る 。◆ 住 み た く な る 町 を 目 指 し て　
八 千 代 町 は 消 滅 可 能 性 都 市

地 域 の 守 り 手 と し て 、 八 千 代 町 の 発 展 に 貢 献 い た し ま す

　
同 町 で は 初 と な る 、 連 続 の 無 投 票 当 選 を 果 た し た 野 村 勇 町 長 。 一 期 目 で は 、 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が 拡 大 す る 中 、 町 民 の 命 を 守 る た め 力 を 尽 く し な が ら 、 多 く の 事業 を 進 め た 。 一 方 、 町 が 抱 え る 課 題 に つ い て も 検 討 し 続 け 、 そ し て 迎 え た 二 期 目 。 人口 減 少 対 策 と し て 、 子 育 て 世 帯 の 移 住 促 進 、 学 校 の あ り 方 検 討 、 賑 わ い の 場 の 創 出 など を 推 し 進 め る 。 多 く の 課 題 と 忍 耐 強 く 向 き 合 う 野 村 町 長 に 、 今 後 の ビ ジ ョ ン に つ いて 話 を 聞 い た 。

常 総 ブ ロ ッ ク ㈱
代 表 取 締 役  野 中 　 博 道

〒 3 0 0 － 3 5 3 2 　 八 千 代 町 本 郷 4 7 3

T E L 0 2 9 6 （ 4 3 ）6 7 6 7 　 F A X 0 2 9 6 （ 4 3 ）6 1 2 9

髙 塚 建 設 工 業 ㈱
代 表 取 締 役  髙 塚 　 幹 夫

〒 3 0 0 － 3 5 4 4 　 八 千 代 町 若 1 7 8 9

T E L 0 2 9 6 （ 4 8 ）2 5 2 5 　 F A X 0 2 9 6 （ 4 8 ）0 0 6 5

野 口 機 設 工 業 ㈱
代 表 取 締 役  野 口 　 貴 生

〒 3 0 0 － 3 5 6 1 　 八 千 代 町 平 塚 3 4 7 7 － 6

T E L 0 2 9 6 （ 4 8 ）2 2 5 1 　 F A X 0 2 9 6 （ 4 8 ）2 7 6 1

㈱ 宮 本 工 務 店
代 表 取 締 役  宮 本 　 俊 二

〒 3 0 0 － 3 5 6 1 　 八 千 代 町 平 塚 1 7 7 5

T E L 0 2 9 6 （ 4 8 ）0 2 0 8 　 F A X 0 2 9 6 （ 4 8 ）0 4 3 4

㈱ 磯 建
代 表 取 締 役  磯 　 　 京 子

〒 3 0 0 － 3 5 7 2 　 八 千 代 町 菅 谷 8 8 4 － 9

T E L 0 2 9 6 （ 4 8 ）2 4 3 7 　 F A X 0 2 9 6 （ 4 8 ）2 4 8 7

㈱ 岡 田 工 務 店
代 表 取 締 役  岡 田 　 正 男

〒 3 0 0 － 3 5 0 4 　 八 千 代 町 西 大 山 2 8 0 － 1

T E L 0 2 9 6 （ 4 8 ）1 7 3 0 　 F A X 0 2 9 6 （ 4 8 ）1 7 5 0

㈱ 大 栄 工 業
代 表 取 締 役  小 野 里 康 司

〒 3 0 0 － 3 5 7 2 　 八 千 代 町 菅 谷 7 1 － 5

T E L 0 2 9 6 （ 4 8 ）1 6 7 4 　 F A X 0 2 9 6 （ 4 9 ）3 1 9 6

㈲ 本 戸 建 設
代 表 取 締 役  本 戸 　 一 弘

〒 3 0 0 － 3 5 0 2 　 八 千 代 町 下 山 川 2 4 9

T E L 0 2 9 6 （ 4 8 ）1 1 5 9 　 F A X 0 2 9 6 （ 4 8 ）0 4 8 5

中 尾 興 業 ㈲
八 千 代 町 建 設 業 協 会

代 表 取 締 役  中 尾 　 　 守

〒 3 0 0 － 3 5 5 5 　 八 千 代 町 芦 ケ 谷 6 4 9 － 2

T E L 0 2 9 6 （ 4 8 ）1 5 3 5 　 F A X 0 2 9 6 （ 4 8 ）4 1 7 1

㈲ 矢 中 建 設
代 表 取 締 役  矢 中 　 義 彦

〒 3 0 0 － 3 5 1 1 　 八 千 代 町 瀬 戸 井 5 8 2 － 2

T E L 0 2 9 6 （ 4 8 ）0 7 5 6 　 F A X 0 2 9 6 （ 4 8 ）3 2 8 3

㈲ 山 崎 工 業
代 表 取 締 役  山 崎 　 明 雄

〒 3 0 0 － 3 5 7 1 　 八 千 代 町 大 戸 新 田 1 9

T E L 0 2 9 6 （ 4 8 ）1 2 2 5 　 F A X 0 2 9 6 （ 4 9 ）2 8 1 2 会 員 1 1 社 　 順 不 同

特 集 ／ 野 村 勇 町 長 2 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

人 口 減 少 対 策 を 柱 に 施 策 展 開
～ 若 者 が 住 み 続 け た い ま ち づ く り ～

最 優 先 に 公 民 館 建 替

に 入 っ て お り 、 人 口 減 少 へ の危 機 感 は と て も 強 い 。 町 の 若者 が 大 学 進 学 や 就 職 に つ い て考 え る 時 、 だ い た い 東 京 へ 向か っ て し ま う 。 中 学 生 を 対 象と し た ア ン ケ ー ト で は 、 若 い女 性 の ほ と ん ど が 都 会 に 出 てい き た い と 考 え て い る こ と が判 明 し た 。 そ の 時 、 町 内 に は若 い 女 性 が 働 く 場 が 少 な い こと に 気 づ く こ と が で き た 。　
人 口 減 少 は 避 け が た い が 、

若 い 人 が 住 み 続 け た い と 思 う町 を 目 指 し 、 例 え 人 口 が 減 少し て も 人 手 に 困 ら ず 、 財 政 力も 確 保 し 、 賑 わ い も 失 わ な い町 に で き れ ば 。  そ の た め に は 、若 い 女 性 が 働 く 場 所 、 ま た 子育 て 世 帯 の 定 住 に つ い て も 考え な く て は な ら な い 。◆ 子 育 て し や す い 環 境 を　
子 育 て 世 帯 の 移 住 促 進 住 宅

整 備 事 業 に つ い て は 、 ま ず は
1 4世 帯 分 の 集 合 住 宅 を 整 備 す

る 。

1 0月 末 ご ろ に は 事 業 者 が

決 定 す る 予 定 で 、 ２ ０ ２ ６ 年２ 月 の 完 成 を 目 指 し て い く 。集 合 住 宅 の 反 響 次 第 で 、 戸 建て 住 宅 の 整 備 も 視 野 に 入 れ たい 。　
町 で は 、 今 後 も 子 育 て が し

や す い 環 境 を 整 え て い く 。 自然 災 害 に 強 く 、 広 々 と し た 、の ど か な 農 村 で ゆ っ く り 子 ども を 育 て た い と い う 方 が い れば 、 ぜ ひ 来 て い た だ き た い 。◆ 小 中 一 貫 校 な ど も 視 野 に　
町 内 に は 小 学 校 が ５ 校 、 中

学 校 が ２ 校 あ る が 、 校 舎 の 老朽 化 等 の 課 題 も あ り 、 今 後 も

こ れ ま で と 同 じ よ う に 維 持 管理 を し て い く の は 難 し い 。　
一 昨 年 に 、 学 校 の あ り 方 検

討 委 員 会 を 立 ち 上 げ た 。 小 中一 貫 校 や 義 務 教 育 学 校 の 視 察も 行 っ て お り 、 検 討 を 進 め てい る 。 今 年 度 中 に は 答 申 が 出る 予 定 で 、 そ の 後 、 町 の 考 えを ま と め て い く 。

3 0年 後 も 持

ち こ た え る 学 校 を 目 指 し たい 。　
健 全 な 教 育 、 多 様 性 を 重 視

し た 学 校 生 活 の た め に は 、 ある 程 度 の 人 数 が 必 要 と な る 。親 は も ち ろ ん 、 子 ど も 達 も 魅力 を 感 じ る 町 を 目 指 す た め 、教 育 や 部 活 動 な ど に つ い て も魅 力 あ る 環 境 を 整 え て い き たい 。◆ 町 に 賑 わ い を 生 み 出 す　
町 内 の 西 と 東 で 、 一 箇 所 ず

つ 賑 わ い 創 出 の 場 を 計 画 し てい る 。 西 方 面 で は 既 存 の グリ ー ン ビ レ ッ ジ 、 東 方 面 で は旧 中 山 家 住 宅 の 改 修 な ど を 予定 し て お り 、 各 地 域 ご と の 強み を つ く り た い と 考 え て いる 。　
グ リ ー ン ビ レ ッ ジ は 、 健 康

を テ ー マ に し た 施 設 を 目 指す 。 キ ャ ン プ や 農 業 、 ス ポ ーツ を 楽 し み 、  温 泉 に も 入 れ る 、町 外 の 人 を 受 け 入 れ る こ と がで き る よ う な 施 設 に し て い きた い 。　
旧 中 山 家 住 宅 は 古 民 家 な の

で 、 文 化 度 の 高 い 、 学 習 機 能を 持 た せ た 場 を 目 指 し た い と思 う 。　
特 色 あ る ま ち づ く り を 進 め

る 中 で 大 い に 悩 ん だ 末 、 当 町に は 農 業 が あ る こ と に 気 付 かさ れ た 。 全 国 有 数 の 農 業 産 出額 を 誇 る こ の 力 を 町 の 活 性 化に つ な げ て い く 。◆ 西 の グ リ ー ン ビ レ ッ ジ　
グ リ ー ン ビ レ ッ ジ の 改 修 に

◆ 検 討 の 一 期 目 か ら 二 期 目 へ　
一 期 目 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 拡 大 の 只 中 だ った 。 行 動 が 制 約 さ れ 、 町 制

5 0

周 年 を 盛 大 に 祝 う こ と も で きな か っ た が 、 自 主 財 源 の 確 保対 策 と し て 行 政 改 革 、 企 業 誘致 、 ふ る さ と 納 税 の 強 化 を 進め た 。 一 方 で 、 就 任 ３ 年 目 を迎 え る こ ろ 、 中 央 公 民 館 の 建て 替 え や 学 校 の あ り 方 、 企業 誘 致 、 都 市 計 画 の 見 直 し等 、 と に か く 町 が 抱 え る 課 題

野 村

　
勇 （ の む ら

　
い さ む ）

　
１ ９ ５ ９ 年 ７ 月

1 4日 生 ま れ の

6 5歳 。 下 妻 第 一 高 等 学 校 卒

業 後 、

7 8年 に 八 千 代 町 役 場 入 庁 。 企 画 財 政 部 長 、 総 務 部 長

な ど を 歴 任 し 、 ２ ０ １ ９ 年 ７ 月 に 役 場 を 退 職 。 同 年

1 1月 の

町 議 会 選 挙 で 初 当 選 。 ２ ０ ２ ０ 年 １ 月 に 野 村 勇 行 政 書 士 事務 所 を 開 設 。 同 年 ９ 月 に 町 長 就 任 、 今 回 ２ 期 目 の 当 選 を 果た し た 。 趣 味 は 海 釣 り 。 最 近 は

Yo
ut

u
be

な ど の 動 画 を 視

聴 し 、 釣 り や ス ポ ー ツ 、 政 治 の 情 報 な ど を チ ェ ッ ク し て いる 。

移 住 促 進 住 宅 整 備 も 推 進
▲ 建 て 替 え を検 討 し て い る中 央 公 民 館

▲ 改 修 を 予 定し て い る グ リー ン ビ レ ッ ジ


